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特⾊の豊かな研修医プログラム

動物病院の理念に基づき、国際的レベルの
獣医科学に基づいた信頼される総合的・⾼度
獣医療の提供を実現できる獣医療⼈の継続的
な育成を⽬的としています。
本研修医プログラムは、原則２年間の期間
で設定され、⼀般臨床獣医師として、診療の
ために必要な内科の基本的知識、技術及び⼿
技を⾝につけることを⽬標とします。

北海道⼤学動物医療センター
内科研修獣医師プログラム

超⾳波検査が上⼿くなる！
当院の内科診療科は超⾳波検査に⼒を⼊れており、⽇々の
診療の中で臓器の描出⽅法、所⾒の取り⽅から診断に必要な
病態の知識まで学ぶことができます。
超⾳波検査は、単独で確定診断に⾄ることは少なく、所⾒
から鑑別診断を挙げ、追加検査に何が必要か考えていくプロ
セスが重要です。そして超⾳波検査以外の診断モダリティの
検査⽬的や診断性能を知り、検査データを理解する能⼒も必
要になってきます。本研修医プログラムでは、超⾳波検査を
学ぶことを通して、内科診療の根幹である病気を確定診断に
導くまでの思考プロセスを⾝につけることができます。

様々な症例をバランスよく経験できる！
内科診療科に来院する症例は様々な疾患を有し
ています。過去３年間の当院の初診症例の疾患群
の内訳を⾒ると、最も多いのは神経疾患であり、
ついで消化器疾患（膵臓も含む）、肝胆道系疾患、
呼吸器疾患、泌尿器疾患、⾎液疾患、⽪膚疾患、
循環器疾患の順に続きます。神経疾患の割合は突
出していますが、その他の疾患はバランスよく来
院している印象です。
この疾患内訳はすなわち本研修医プログラムで
学ぶことのできる疾患であり、内科診療を学ぶ上
で様々な疾患群をバランスよく経験できることを
⽰しています。
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内科診療科
初診疾患内訳（3年間延べ）
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２年後にできるようになること

⼼エコー図検査
⼼エコー図検査には病気の診断、ステージング、予後の評価など
様々な役割がありますが、本研修医プログラムでは⽝の慢性弁膜疾
患や猫の⼼筋症など、⽇常に遭遇する事の多い疾患における正しい
評価法を⾝につけるとともに、代表的な先天性⼼疾患を⼀通り診断
できるようになることを⽬標とします。

腹部超⾳波検査

⾻髄検査

神経学的検査

消化管内視鏡検査

腹部超⾳波検査は、消化器疾患（腸管、膵臓、肝臓、
胆嚢）や脾臓、副腎、泌尿器、⽣殖器の診断に重要な検
査法です。本研修医プログラムでは、腹部スクリーニン
グ検査を30分以内で⾏い、得られた超⾳波検査所⾒から
鑑別診断を列挙できるようになってもらいます。

⾻髄検査は、主に⾎液疾患の診断や腫瘍の診断を⽬的として⾏い
ます。本研修医プログラムでは、⾻髄検査によって得られる情報を
正しく理解するとともに、⾻髄穿刺の実践と基本的な⾻髄塗抹の評
価ができるようになります。

神経は多くの⼈が苦⼿とする分野です。多数の神経症
例に対して、徹底的な問診、神経学的検査、ディスカッ
ションを繰り返し⾏うことで、神経疾患の⾒⽴て（病変
部位や病態推定・検査⽅針）を⽴てられるようになりま
す。MRI検査や脳脊髄液検査で答え合わせができるのが、
⼆次診療施設の利点です。

内視鏡検査と内視鏡下⽣検は、慢性消化器疾患の診断に必須の診
療技術です。研修医プログラムでは、内視鏡の準備と器具の保守、
上部・下部消化管内視鏡の挿⼊⽅法、内視鏡下⽣検が実施できるこ
とを達成⽬標とします。
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⽇々学ぶ

症例検討会

診療

報告書作成

豊富な学習機会

前⽇に受け持った初診患者のプレゼンテーションを⾏い、教員から
のフィードバックを受け、指摘された課題について学習を進めます。

１⽇あたり、１~２件の初診と経過観察の再診を受け持ちます。診
療活動を⾏い、経験した⼿技、疾患などを随時ログブックに記録し、
教員の確認と承認を得ます。研修の進捗状況を把握しながら、研修医
が⽬的を持って診療に臨めるようになります。
また、外来診療に参加している獣医学⽣を指導します。後輩の指導
は、⾃分の知識を整理・確認する学びの機会です。

担当した症例の検査内容、診断結果、今後の⽅針を要約して報告書
を作成し、教員の指導を受けます。

論⽂抄読会 受持症例などに関する論⽂を読み、概要を説明して意⾒交
換を⾏います。（毎週）

診療⼿技講習 超⾳波ファントムや内視鏡シミュレーターを⽤いて診療⼿
技の実践的なトレーニングを⾏います。（随時）

卒後教育セミナー 北海道⼤学動物医療センターで定期的に開催される卒後教
育セミナーに参加します。（毎⽉）

院内セミナー 院内のスタッフ向けに開催されるセミナーに参加します。
講師は当院の教員や様々なゲストです。（毎週）

教員からの
フィードバック

研修医ログブックをもとに、診療活動のふりかえりを⾏い
ます。教員のフィードバックを受け、研修医⾃⾝が達成度
を把握できるようにします。⾃分に⾜りない項⽬、経験を
⾃覚し、次の診療活動に⽣かします。（３ヵ⽉毎）

臨床病理検討会 死亡・剖検例、難病・稀少症例についての病理診断を検討
します。（随時）

学会発表
⽇本獣医師会、獣医内科学アカデミー、動物臨床医学会、
獣医画像診断学会、獣医循環器学会などの学術⼤会で研修
期間内に少なくとも１回の学会発表を⾏います。学会発表
の旅費は補助がでます。（年１回程度）

⽇々の診療だけはなく、各種勉強会や学習向上のための機会を設けています。
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当院での⽇々は勉強する機会の宝庫です。学習効率を最⼤限に上げるべく、本研修
プログラムでは⽇々ディスカッションする機会を設けています。

8時30分

9時00分

診療後



プログラム経験者の声

横⼭望 ：北海道⼤学附属動物病院内科診療科教員
私は臨床系⼤学院に進学して消化器疾患を研究することを⽬標に、まず

は内科疾患全般の経験を積むために研修医プログラムに応募しました。当
初は、論理的な思考が⾝についておらず、環境の違いに⼾惑うことも多
かったのですが、優秀な学⽣に刺激されながら切磋琢磨することによって
技術、知識を蓄えることができました。学⽣の教育やディスカッションを
通して成⻑できたことを強く実感しており、教員としての礎を築くことが
できました。本研修医プログラムは、アカデミアを⽬指す⼈や臨床系⼤学
院⽣として専⾨性を磨きたい⼈のひとつの選択肢になると思います。

内科研修医を修了した⽅は様々な⽅⾯で活躍されています。経験者の⽅の⽣
の声をご紹介します。

遠⼭伸夫 ：とおやま⽝猫病院（岐⾩県中津川市）院⻑
私は⼤学卒業後、東京の開業病院で４年間勤務したのち、内科研修医として

３年間働きました。基本的な診療技術における不安はありませんでしたが、確
定診断や治療において難易度の⾼い症例が集まる北⼤附属動物病院では、⾃分
⾃⾝の知識・経験不⾜を痛感しました。しかし、それぞれの専⾨分野の第⼀線
で活躍される先⽣⽅と気兼ねなくディスカッションしながら最善の治療を⾏う
ことができる環境が何よりも貴重でありがたかったです。また、最新の論⽂を
英語で読む習慣がついたため、現在でも知識を⾃らアップデートしながら診療
を⾏うことができています。

中⻄彩乃 ：川畑動物病院（神奈川県横須賀市）勤務医
勤務されている教員の先⽣は獣医臨床の各分野の専⾨家であり、疑問に思った点に対して明確な答えをも

らうことができます。また⾃分で考える⼒が⾝につくように⾃然に促してくれました。超⾳波検査は勤務終
了後や休⽇に⾃⼰練習したり、先輩や院⽣にも教えてもらえることで⾃然に技術が⾝につきました。研修⽣
活は多忙で挫けそうになることもありましたが、そこは北海道、⾃然やグルメなど息抜きの場には困りませ
んでした。研修中に培った知識や技術は現在でも診療に役⽴っています。今後は育児をしながら臨床医を続
けますが、獣医師としての⼟台を北⼤動物病院で築けたことは⾃分にとって⼤きな財産だと思っています。

坂本容詩江 ：北⼤動物医療センター内科研修獣医師
北⼤は研修医や学⽣に対する教育に重点を置いており、⾃発的にこれを

勉強したいという思いを⼤学教員は⼤事にして、個⼈のレベルに合わせて
親切丁寧に指導してくれます。他⼤学に⽐べ、研修医に腹部超⾳波や内視
鏡などの検査も積極的にやらせてもらえるため、とても勉強になると思い
ます。２次診療施設ということもあり、⼊院症例が重篤な状態の時や亡く
なってしまった時は、精神的に気持ちが滅⼊ることもありますが、次に⽣
かせるように考えさせられる良い機会だと思っています。
研修医⽣活では、最初のうちは北海道の寒さと⽣活サイクルに慣れず体

調を崩した時期もありましたが、研修医同⼠で仲良くなり飲みに⾏ったり
休⽇に出掛けたり、仕事と両⽴しながらリフレッシュすることもできまし
た。今後の研修医期間では、⾃分の興味のある内科分野を深く勉強してま
とめていく予定で、獣医師としてのキャリアアップに繋げていきたいと
思っています。
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松⼭新 ：ゲルフ⼤学（カナダ）
2011-2012年に北海道⼤学動物医療センター外科および内科診療科にて研修医として従事しました。新卒

採⽤であり⾃⾝の症例はもちろん症例検討会や教員や他の先⽣⽅とのディスカッションを通して学ぶことは
⾮常に多く、とても充実した期間を過ごせました。専⾨性の⾼い先⽣⽅と意識レベルの⾼い同僚やスタッフ
に囲まれたおかげで⾃⾝の学習意欲も⾼く維持でき、診察時間外にも教科書や論⽂を通して多くの事を学び
つつ執筆活動も指導していただきました。腫瘍専攻ですが外科内科を通して⾃⾝の臨床獣医師としての基礎
は北海道⼤学の研修期間にあり、得られた知識経験は海外でも通⽤するものでした。


